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Ⅰ はじめに
ベンジャミン・フランクリン（BenjaminFranklin）
と言えば，セルフ・メイド・マンの体現者であり，
人々が彼のことを幾分憧れを抱いて尊敬するのは彼
がアメリカン・ドリームを実現したからであろう。
フランクリン自身，著書Autobiography（『自伝』）
の冒頭において「私は貧しい賤しい家に生まれ育ち，
のちに次第に身を起して富裕の人となり，ある程度
世間に名の知られ，かつこの年になるまでかなり幸
運に恵まれて日を過ごしてきた・・・」（BF1307）
と述べたり，あるいは兄ジェームズ・フランクリン
（JamesFranklin）の元での徒弟としての奉公を逃
げ出して，フィラデルフィアに到着した際の様子を
次のように語っている。
Ihavebeenthemoreparticularinthis
DescriptionofmyJourney,&shalbesoof
myfirstEntryintothatCity,thatyoumay
in your Mind compare such unlikely
Beginning with theFigureIhavesince
madethere.IwasinmyworkingDress,my
bestCloathsbeingtocomeroundbySea.I
wasdirtyfrom myJourney;myPockets
werestuff'doutwithShirts&Stockings;..
（BF1328-29）
このようにフランクリンは，非常に貧しい身分であっ
た過去と成功者となった現在とのギャップに読者の
注意を否応なしに向けさせている。
しかしながらパメラ・ウォーカー・レアド
（PamelaWalkerLaird）は，フランクリンは彼と
同年代の若者と比較するとそれほど貧しいわけでは
なかったと指摘しているし（Laird12），ゴードン・
S・ウッド（GordonS.Wood）は，フランクリンは
少なくとも2年間正式な学校において教育を受けて
おり，それは同時代の他の大勢の少年たちと比較す
ると決して少ない年数とは言えないと述べている
（Wood18）。また革命期のリーダーたちの多くが
大学を卒業している一方で，ジョージ・ワシントン
（GeorgeWashington）のようにフランクリンと同
程度にしか正式な学校教育を受けていない者たちが
いるのも事実である。つまりフランクリンは彼が
『自伝』の中で語るほど貧乏でもないし，教育を受
けていなかったわけでもないのである。フランクリ
ンのキャリアは特異であり，ウッドが言うようにホ
レイショ・アルジャ （ーHoratioAlger）が描く次世
代のスター「ぼろ着のディック」（・RaggedDick・）
を先取りしていたという見方は確かに少し間違って
いるのかもしれない（Wood25）。レアドは，我々
がフランクリンの類まれなる才能のおかげで，彼を
成功に導いたネットワークの重要性について見落と
していることを指摘し（Laird12），ウッドはフラ
ンクリンの成功は彼の後援者によるものであると述
べている（Wood26）。フランクリン自身『自伝』
において，自分が出会った，あるいは関わった人物
たちを次々に紹介していく過程のなかで，いかにそ
の出会いが自分自身を成功へと導いてくれたかとい
うことを率直に語っているのである。
本稿では，印刷業に関わるフランクリンの人脈，
あるいは人脈づくりに着目し，順を追って述べてい
きたいと思う。それによって，そのネットワークが
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フランクリン自身にとって，ひいては植民地にとっ
て何をもたらしたのか，植民地独立にいかに関与し
たのかということも明らかにされると思われる。
Ⅱ フランクリンと印刷業ネットワーク（１）
フランクリンは多才な人物であり，あらゆる分野
において活躍を遂げたことは周知の事実であるが，
彼自身は生涯プリンターを自負していたと考えられ
る。それは1728年に発表した墓碑銘に「プリンター，
・・・・・
ベンジャミン・フランクリンの肉体。表紙が汚れ，
金文字が剥がれおちた古い本のように，ここに横た
わり虫の餌となる」（強調筆者BF91）と書き，決
意表明のごとく自らを「プリンター」と表現してい
ることからも分かるだろう。フランクリンの成功は，
まさに彼が印刷業に携わったことからスタートして
いるのである。
フランクリンが初めて印刷業に関わったのは，ボ
ストンで印刷業を営んでいた兄ジェームズ（James）
のもとでの徒弟奉公時代にさかのぼる。フランクリ
ンは自分の印刷技術に自信を持ち，5年後の1723
年に徒弟契約の終了を待たずして兄の元を逃げ出す。
フランクリンはまずニューヨークを訪れている。
ボストンの印刷業界は，すでに4人の印刷業者と3
つの新聞があったので，フランクリンはボストンで
の自身の活躍を見込めないと考えたのであろう。ニュー
ヨークでフランクリンは印刷業者ウィリアム・ブラッ
ドフォード（Wiliam Bradford）のもとを訪問す
る。ブラッドフォードは，もともとペンシルヴェニ
アで最初の印刷所を開いていたが，ジョージ・キー
ス事件のためニューヨークに移転していたのであ
る1。ブラッドフォードは，自分の印刷所では手が
足りていることを理由にフィラデルフィアで印刷所
を営んでいる息子アンドリュー・ブラッドフォード
（AndrewBradford）を紹介する。早速フランクリ
ンは，フィラデルフィアへ行きアンドリュー・ブラッ
ドフォードの印刷所を訪ねる。しかしここでも人手
が足りていることを理由にフィラデルフィアにもう
一軒ある印刷業者サミュエル・キーマ （ーSamuel
Keimer）を紹介されるのだった。幸いキーマーに
雇ってもらい，フランクリンはこのフィラデルフィ
アの地で成功の足がかりをつかむことになる。
当時印刷業はパトロンたちの後援があって成り立っ
ており，自由な商業取引は行われていなかった。州
や教会の仕事，つまり彼らから依頼される印刷がほ
とんどであり，州や教会が実質パトロンの役割を担っ
ていた。当然のことながらそこには持ちつ持たれつ
の関係が保たれ，オープン・プレスの原理は存在し
ていなかった。
州や教会の仕事はアンドリュー・ブラッドフォー
ドが請け負っており，キーマーは個人の支援（パト
ロン）を獲得する必要が不可欠であった。また当時
パトロンたちは街の優れた若者たちの支援までも担っ
ていた。優れた若者たちの発掘，別の言い方をする
とフランクリンのような若者がその土地の有力者と
出会うことは，当時のコミュニティの大きさを考慮
すると実のところ今の我々が想像するほどそれほど
難しくないことが分かる。
フランクリンが兄の印刷所のあるボストンを逃げ
出す三年前にあたる1720年のボストンの人口は
12,000人であり，一方フィラデルフィアの人口は
7～8,000人であった。ボストンの白人男性の人数
は3,000人以下であり，フィラデルフィアの場合は
その半分に満たないとされている（Laird12）。し
てみれば，フランクリンのような優秀な若者がいわ
ゆるエリートたちの目に留まることは驚くべきこと
ではない。とりわけ印刷業は仕事柄そのような類の
人たちと会う機会が多いのであるから。
実際フランクリンの仕事ぶりを見て彼を支援した
いと申し出る街の有力者たちがすぐに現れている。
パトロンたちの役割は，お金の支援，自宅への招待，
他の有力者への紹介，そして特に重要なことがいわ
ゆる「友情関係」を育むことであった。キーマーの
印刷所のパトロンたち，例えばフィラデルフィア判
事で裕福なウィリアム・アレン（Wiliam Alen）
はフランクリンの優秀さに気付き彼を支援し続け，
特にフランクリンが郵政長官代理の地位に就く際に
尽力している（Wood27）。またキーマーの印刷所
を出入りしていたフィラデルフィア知事ウィリアム・
キース（Wiliam Keith）もフランクリンの技量に
目をつけ，彼に独立して印刷所を開くよう提案して
いる。その他当時重要な友人関係にあった人物とし
て，クェーカーの商人であるトマス・デナム
（ThomasDenham）と弁護士のアンドリュー・ハ
ミルトン（Andrew Hamilton）を挙げることがで
きる。デナムは，先に触れた知事キースのフランク
リンへの提案について，キースは信用できない人物
であり，よって彼の提案が当てにならないものであ
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ることを指摘し，フランクリンがトラブルに巻き込
まれるのを未然に防いでいる（BF1344）。ハミル
トンはフランクリンと生涯に渡って結びつきがあり，
彼の支援は，フランクリンが1728年にフィラデル
フィアにヒュー・メレディス（HughMeredith）と
共同で印刷所を構えた時，そして1730年独立開業
した時にその効力を発揮することになる。
先述したように，フィラデルフィアの州会の御用
印刷人はアンドリュー・ブラッドフォードであり，
その状況下で彼と競い合うことはフランクリンにとっ
て大きな困難を伴うものであった。しかし印刷所を
構えたその年に，アンドリュー・ブラッドフォード
の印刷が粗雑で誤りも多いことからフランクリンが
州会の印刷の仕事を勝ち取ることになる。このこと
についてフランクリンは『自伝』の中で，「州会に
いた友達の中では，前に言ったハミルトン氏のこと
を忘れてはいけない。氏は当時すでにイングランド
から帰って州会に席を持っていたが，この御用印刷
人のことでは非常に私のために奔走してくれた」
（BF1365）と述べ彼の支援に感謝の意を示してい
る。フランクリンはハミルトンを通じて他にも仕事
を獲得しており，それらについても『自伝』のなか
で触れている。
Isoonafterobtain'd,thro・myFriend
Hamilton,thePrintingoftheNewCastle
PaperMoney,anotherprofitableJobb,asI
then thoughtit;smal Thingsappearing
greattothoseinsmalCircumstances.And
thosetomewererealygreatAdvantages,
astheyweregreatEncouragements.― He
procuredmealsothePrintingoftheLaws
and Votes of that Government which
continu'dinmyHandsaslongasIfolow'd
theBusiness.―（BF1368）
このようにハミルトンはフランクリンの仕事の獲得
に一役買っているわけだが，彼のフランクリンに対
する信頼は，1729年にフランクリンが発表したパ
ンフレット ・AModestEnquiryintotheNature
andNecessityofaPaper-Currency・「紙幣の性質
と必要」にあると考えられる。パンフレットの中で
フランクリンは，紙幣増発に賛同する意見を書いて
おり，『自伝』において次のようにこの件に関して
述べられている。
…thePointwascarriedbyaMajorityinthe
House.MyFriendsthere,whoconceiv・dI
hadbeenofsomeService,thoughtfittore-
wardme,byemployingmeinprintingthe
Money,averyprofitableJobb,andgreat
Helptome.（BF1368）
「州会の私の友人たち」の中には当然ハミルトンも
含まれており，ハミルトンはフランクリンのパンフ
レットに彼の論客者としての才能を見出していたの
である。だからこそ彼は1730年フランクリンが州
の御用印刷人になったこと，1736年州会の書記に
なったことに関して惜しみない協力を申し出たので
ある。州会書記の選出についてフランクリンは「私
の出世の第一歩を踏み出した」時であると位置づけ，
書記の地位に関して以下のように語っている。
Iwashoweverchosen;whichwasthemore
agreabletome,asbesidesthePayforimme-
diateServiceasClerk,thePlacegavemea
betterOpportunityofkeepingupanInterest
amongtheMembers,whichsecur・dtome
theBusinessofPrintingtheVotes,Laws,
PaperMoney,andotheroccasionalJobbsfor
thePublic,thatonthewholewerevery
profitable.（BF1403）
ハミルトンは，ニューヨークのプリンターであるゼ
ンガー（Zenger）事件2の弁護士を担当しており，
彼のオープン・プレスの概念がフランクリンのそれ
と一致していることも二人の関係を強固なものにし
た理由のひとつであると考えられる。
すでに二軒の印刷所があるフィラデルフィアにお
いて印刷所を開業することは若いフランクリンにとっ
ては挑戦だったと思われる。しかしながら，先の二
人の印刷業者の印刷技術が自分より非常に劣ってい
たことも判明し，フランクリンは自身の印刷技術や
勤勉に仕事に取り組むその姿勢が周囲の目に留まり，
それが印刷所の成功の要因のひとつであることを次
のように述べている。
Anotherwas,thattheleadingMen,seeinga
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NewsPapernow inthehandsofonewho
couldalsohandleaPen,thoughtitconven-
ienttooblige&encourageme.（BF1365）
徒弟奉公を途中で投げ出し，22歳という若さで印
刷所をオープンさせたフランクリンの事業の成功の
陰にはフィラデルフィアの有力者たちの支援，言い
換えるならばフランクリンの周りにいる支援者のネッ
トワークが不可欠であったことはいうまでもない。
さらにその支援は印刷所の成功に留まることはなく，
フランクリンをフィラデルフィアにおける要職へと
導くことになるのである。フランクリンの支援者か
ら成るジェントルマンネットワークは，フランクリ
ンを一人前にし，ネットワークの一員とし，さらに
は彼をネットワークの中心に据えたのである。
同じ時期フランクリンは上記で挙げたようないわ
ゆる街のエリートたちと出会っただけではなく，自
分と同じように野心のある若者たちと出会い，彼ら
とジャントー（・Junto・）という勉強会組織を形成
している。フランクリンは組織内で相互の向上を図
り，この新しいネットワークでもって18世紀を支
配していたいわゆる特権階級（ジェントルマン）た
ちのネットワークに対抗しようとしたのかもしれな
い。ジャントーのメンバーには，公証人の証書の写
字をしていたジョーゼフ・ブライントナル
（JosephBreintnal），数学者のトマス・ゴッドフリ
（ThomasGodfrey），測量士のニコラス・スカル
（NicholasScul）のほか，靴屋職人，指物師など
がいた。彼らについてフランクリンは「この連中は
みんな骨を折って仕事を取ってきてくれた」（BF
1362）と述べているように，フランクリンはエリー
トたちだけではなくフランクリンと志を同じくする
ような若者たちにもいろいろな面で支えられていた
ことが分かる。またジャントーの会員であったロバー
ト・グレイス（RobertGrace）とウィリアム・コー
ルマン（WiliamColeman）は，当時フランクリン
が同じくジャントー会員であったメレディスとの印
刷所の共同経営に関して反対し，フランクリンに開
業のための資金を渡してまで彼の独立に力添えして
くれたのである。
ジャントーは，フィラデルフィアの有能な若者を
結ぶネットワークとして機能し，さらにフランクリ
ンはこのネットワークを通じてフィラデルフィア全
体の公共善や公共心の向上を目指していていたよう
に思われる。このことはジャントーでの議論を通じ
て誕生したアメリカ最初の図書館の設置に始まり，
市の夜警団の結成，消防組合の結成などに現れてい
るといってよいだろう。そしてこの若者たちの知識
のネットワークは，ジャントー結成から17年後に
あたる1744年に「アメリカ学術協会」の設立によ
りさらに拡大を目指すことになる。このことについ
ては紙面の都合上別の機会に述べたいと思う。
Ⅲ フランクリンと印刷ネットワーク（２）
フランクリンの始めた印刷業が事業として順調に
拡大していくのと並行して，フランクリン自身もこ
の印刷業界において有利な立場へと登っていく。
1737年にフィラデルフィアの郵便局長になり，
1753年に郵政長官代理，さらに1775年にはアメリ
カ郵政長官にまで上り詰めている。当時郵便局は情
報交換そして情報管理の場であり，まさにフランク
リンは情報の中枢にいたと言えよう。そしてフラン
クリンは自分自身の印刷ネットワーク拡大に向けて
尽力することになる。
フランクリンの本格的な印刷ネットワークのスター
トは，メレディスとの共同経営を解消し，単独経営
を始めたころにさかのぼる。最初のパートナーシッ
プはかつてロンドンの印刷所で共に働いていたトー
マス・ホワイトマーシュ（ThomasWhitemarsh）
との間で交わされた。パートナーシップの仕組みに
ついてフランクリンは，次のように説明している。
In1733,IsentoneofmyJourneymento
CharlestonSouthCarolinewhereaPrinter
waswanting.Ifurnish'dhim withaPress
andLetters,onanAgreementofPartnership,
bywhichIwastoreceiveOneThirdofthe
ProfitsoftheBusiness,PayingOneThirdof
theExpence.（BF1399）
ホワイトマーシュはフランクリンと仕事ぶりが似て
おり（Frasca67），フランクリンは彼のことを・an
excelentWorkman・「腕利きの職人」（BF1368）
と称して彼を高く評価していた。フランクリンは，
組合契約を結ぶ相手の仕事に対する姿勢を見極め，
事業成功の可能性，言い換えるならば自らの投資の
成功を見込んだ上で契約をしていた。フランクリン
―206―
にとってパートナーシップを結ぶことは，パートナー
シップを結んだ相手を自身の管理下に置くことが可
能だった。フラスカが指摘するようにフランクリン
は「印刷（物）」を通じて読者に美徳を説くことを
可能にしている（Frasca67）。してみれば，フラン
クリンは，パートナーシップを結ぶことで利益を得
るだけでなく，自分自身の影響，つまり自分の考え
を広く広めること，つまり情報や知識のコントロー
ルをしていたと言えるのではないだろうか。
植民地南部に位置するチャールストンでの印刷所
開設は，州の印刷をライバルの印刷業者に取られて
いたことによりホワイトマーシュにとって苦しいも
のだった。しかしマラリヤや黄熱病の流行により，
ライバルたちが死亡したことでホワイトマーシュは
事業を軌道に乗せることに成功している。ホワイト
マーシュは，フランクリンの発行していたペンシル
ヴェニア・ガゼットの南部版としてキャロライナ・
ガゼットを発行していた。そこにはフランクリンと
同様，公共に役立つもの，読者の教育を目指して新
聞を発行しようとする姿勢が見られる（Frasca71）。
1733年にホワイトマーシュが死亡すると，フラン
クリンはジャントー会員でありフィラデルフィア図
書館会社の初代司書だったルイス・ティモシー
（LouisTimothee）を後任に据えている。しかしわ
ずか6年後ティモシーも死去したため，その後は
彼の妻エリザベス（Elizabeth），さらに息子のピー
タ （ーPeter）が印刷所を運営した。ピーターはその
後チャールストンで図書館を建て，また州の郵便局
長という要職にも就き，フランクリンとの関わりは
長く続くことになる。
フィラデルフィアを除く植民地北部の地域におい
ては，フランクリンはかつてジャーニーマンとして
雇っていたジェームズ・パーカ （ーJamesParker）
と契約を結びネットワーク拡大を展開している。そ
の際，フランクリンは印刷所がある程度存在してい
る地域は避けて印刷所開業の場所を選択している。
例えばボストンにおいては1720年代にすでに印刷
業者が4人いて，3つの新聞が発行されておりフラ
ンクリンはその数は多すぎると感じていた
（Amory&Hal249）。パーカーは1742年ニュー
ヨークに印刷所をオープンさせ，さらにフランクリ
ンの要望によりイエール大学のあるニューヘブンで
店を構えている。1755年，ニューヘブンの店はジョ
ン・ホルト（JohnHolt）とのパートナーシップに
より経営され，1753年には，ニューヨークの印刷
所はかつて徒弟として雇っていたウィリアム・ウェ
イマン（WiliamWeyman）とパートナーシップを
結び運営していた。パーカーはウェイマンとのパー
トナーシップ解消により，一旦は甥のサミュエル・
パーカ （ーSamuelParker）にニューヨークの印刷
所を任せるものの，結局ホルトがニューヨークへ行
かざるを得ない状況に陥る。その後ニューヘヴンの
印刷所は，トマス・グリーン（ThomasGreen），
さらにフランクリンの甥であるベンジャミン・メイ
コン（BenjaminMecom）によって引き継がれるこ
とになる。フランクリンはメイコンを優先的に州議
会の御用印刷人となれる地元の郵便局長にすること
によって，事業を有利に展開することを試みている
（Frasca120）。またパーカーは出身地であるニュー
ジャージーのウッドブリッジ，さらにバーリントン
でも印刷所を出店している。
ニューヘブンよりさらに北部に位置するニューポー
トにおいて最初に印刷所を開業したのがフランクリ
ンの兄ジェームズだった。ジェームズの死後，妻で
あるアン（Ann）が印刷所を引き継いだ一方，彼の
息子ジェームズ（James）はフランクリン下で修業
している。1754年には，息子ジェームズは新聞を
発行し，彼の死後は再び母親のアンがサミュエル・
ホール（SamuelHal）とパートナーシップを結び
印刷所経営を継続している。
フランクリンはサウス・キャロライナ以南へのネッ
トワーク拡大も試みている。フランクリンはデイビッ
ド・ホール（DavidHal）を1年契約で雇い（Frasca
81），彼の人となりを確認しその後彼を西インド諸
島に送ろうと考えていた3。しかし1747年にフィラ
デルフィアの自身の印刷所を彼に任せることにする。
そのことについてフランクリンは下記のように語っ
ている。
… andIwentthro・itthemorecheerfuly,as
itdidnottheninterferewithmyprivate
Business,havingtheYearbeforetakena
veryable,industrious&honestPartner,Mr
DavidHal,withwhoseCharacterIwaswel
acquainted,ashehadwork・dformefour
years.HetookoffmyHandsalCareofthe
Printing-Office,payingmepunctualymy
Share ofthe Profits. ThisPartnership
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continuedEighteenYears,successfulyfor
usBoth.（BF1420）
フランクリンの西インド諸島における印刷所開業の
思いは消えず，先述したパーカーの下でジャーニー
マンとして働いていたトマス・スミス（Thomas
Smith）が1748年にアンティグアのセント・ジョン
へ送られている。1752年スミスが死亡した後，ま
だ20歳前のフランクリンの甥であるメイコンが送
られる。その若さのためフランクリンは不安を抱き
つつ彼を送ったわけだが，実際メイコンは印刷所の
資金の管理能力に欠けており，その結果1756年に
はアンティグアを去ることになる。同時期フランク
リンはジャマイカの印刷業者であるウィリアム・ダ
ニエル（WiliamDaniel）とも西インド諸島でパー
トナー関係にあったとされている（Frasca94）。
1760年代になるとフランクリンは西インド諸島
ドミニカにおいてウィリアム・スミス（Wiliam
Smith）と契約を結んでいる。その他バルバドスに
印刷所を構えていたフランクリンの妻デボラ
（Deborah）のいとこにあたるウィリアム・ダンラッ
プ（Wiliam Dunlap）ともパートナーシップ関係
にあったと言われている（Frasca95）。
フランクリンは自身の影響の地理的拡大のみなら
ず西インド諸島におけるモラルの向上，実用的かつ
地方性のある新聞の発行，さらにはかつてのライバ
ルの印刷業者たち，例えばサミュエル・キーマーや
デイヴィッド・ハリ （ーDavidHarry）らが失敗に
終わったところでの成功を目指して西インド諸島で
の印刷業経営にこだわった。しかし上記のパートナー
シップを結んだ印刷業者たちはいずれも失敗してい
る。これらの失敗についてフランクリンは自身の執
筆物において触れていないため，その原因等詳細が
よくわからないのが現状である。しかしながら派遣
された印刷業者の人となりについて，かつてパート
ナーシップを結んでいた人物たちと比較して，フラ
ンクリン自身が把握しきれていなかったこと，さら
に当初は避けていた身内の派遣へとシフトしてしまっ
たことは大きな原因として挙げることが可能であろ
う。
そしてペンシルヴェニアにおけるフランクリンの
パートナーシップは，当時ペンシルヴェニアに増え
続けていたドイツ移民に対応するためにも結ばれて
いる。フランクリンは，ドイツ人が文化的主流派に
なることによる力のバランスの崩壊を危惧し，ドイ
ツ移民のイギリス人への同化を目指していた。
フランクリンは，1732年に初めてルイス・ティ
モシーを使ってドイツ語の新聞を発行することに着
手する。フランクリンとティモシーは300人の購読
者の獲得を目標にしたものの結局50人しか得るこ
とはできず，彼らの新聞は失敗に終わっている
（Frasca104）。その一方フランクリンらが失敗し
た街で1739年にクリストファー・サウアー
（ChristopherSauer）が発行した新聞は4000人の
購読者を獲得している（Frasca105）。フランクリ
ンはサウアーの新聞によるドイツ移民たちへの影響
に危機感を抱き，彼こそが文化的融合の妨げになっ
ていると考えていた。そこで1749年にヨハン・ベー
ム（JohannBohm）とパートナーシップを結び，
フィラデルフィアにおいてドイツ語と英語の二ヶ国
語による新聞を発行する。フランクリンは二ヶ国語
で発行することで，ドイツ人購読者のイギリス化を
狙い，ドイツ人以外の購読者に対してはドイツ語へ
の理解の場を提供しようとしたのだった。
さらにフランクリンはかつてのジャーニーマンだっ
たサミュエル・ホーランド（SamuelHoland）と
ヘンリー・ミラ （ーHenryMiler）と契約し，ドイ
ツ人人口の高いランカスターにおいてドイツ語と英
語の二ヶ国語による新聞を発行させている。フラン
クリンはホーランドをランカスターの郵便局長に据
えるが，サウアーの勢いはフィラデルフィアでもラ
ンカスターにおいても衰えることはなかった。
その後フランクリンはランカスターにダンラップ
を送っている。ダンラップは新聞発行に意欲を見せ
ていたが，結局発行できないままランカスターを後
にしている。フラスカが述べているように，ドイツ
人移民啓蒙のためのフランクリンの印刷業のパート
ナーシップはいずれも失敗に終わっているにもかか
わらず，フランクリンはドイツ人移民をイギリス化
すること，イギリス人の考え方の共有させること，
もっと独立心を抱かせることなどの思いは決して消
えることはなかった（Frasca109）。そこには，長
引く本国対フランスとの戦いにおいてドイツ人がフ
ランス側に加担するという恐れがあったのかもしれ
ない。
1754年，フランクリンはドイツ人移民向けのフ
リースクールを計画し，ドイツ生まれのペンシルヴェ
ニアの牧師であるヘンリー・メルキオール・メヘン
―208―
バーグ（HenryMelchiorMuhenberg）の賛同を得
ることに成功する。そこで翌年，ドイツ人移民のアン
ソニー・アームブラスタ （ーAnthonyArmbruster）
とパートナーシップを結び，ドイツ語と英語の二ヶ
国語による新聞を発行する。しかし1757年には購
読者は500人よりも少なく，フランクリン自身アー
ムブラスターとのパートナーシップから距離を置く
という態度をとっている（Frasca112-13）。この
パートナーシップは1758年で終わっている（Thomas
382）。
結局ドイツ人移民の同化に向けてフランクリンが
結んだ6人とのパートナーシップは失敗に終わり，
ドイツ人たちの教育に与えたフランクリンの影響の
大きさについては疑問の余地が残るところである。
フランクリンとパートナーシップを結んでいたり，
あるいは彼の下で一時的にでも働いていたり，彼と
パートナーシップを結んでいた印刷業者とパートナー
シップを結んでいた印刷業者は他にも大勢いる。フ
ランクリンが印刷業からほとんど身を引いていた時
期においても，例えばフランクリンの孫のベンジャ
ミン・フランクリン・バーチ（BenjaminFranklin
Bache）は，フランクリンに印刷業に関わるあらゆ
ることを指導され，印刷所開業のための準備をすべ
て整えてもらっている。またパーカーのもとで徒弟
奉公したウィリアム・ゴダード（Wiliam Goddard）
は，プロビデンスやフィラデルフィアで印刷所を開
いている。ゴダードは，フィラデルフィアにおいて
フランクリンと関係のあったジョゼフ・ギャロウェ
イ（Joseph Galoway）とトマス・ウォートン
（ThomasWharton）とパートナーシップを結んで
いる。その契約によると，フランクリンにも収益の
九分の二が支払われることになっており（Thomas
390-91），そこには相変わらずフランクリンの影響
をみることが可能なのである。
Ⅳ まとめ
これまで見てきたように，フランクリンは自身の
印刷ネットワークを北はニューポート，南は西イン
ド諸島まで拡大することに一応の成功をみせている。
それは当時の植民地の全土をほぼ網羅するものであ
り，印刷業者のネットワークは印刷業者だけではな
く，印刷業者の発行する印刷物を読む読者をつなげ，
ひいては植民地をひとつにつなげていたとも言える
だろう。それは印刷業界，あるいは情報のネットワー
クのなかでフランクリンが中心にいたことを証明し
ている。1737年にフィラデルフィア郵便局長，そ
して1753年に郵政長官代理の職に就いたフランク
リンは，パートナーシップを結んだ印刷業者を印刷
所開業した土地の郵便局長とし，州の御用印刷人の
職も与えることで印刷所運営の便宜を図るとともに
情報の一切を掌握しようとしている。1755年の終
わりには，北米の15の新聞のうち8つがフランク
リンとパートナーシップを結んでいたか，あるいは
彼から何かしらの援助を受けていた。また残り7つ
のうちのひとつはかなりフランクリンと交流があっ
たとされている（Frasca196）。この事実を考慮す
れば，当時いかに彼の印刷ネットワークが植民地に
おいて情報収集力，あるいは情報発信力を持ってお
り，彼の考え方，あるいは教えが広く購読者に広まっ
ていたかが容易に理解できるだろう。
フランクリンの印刷ネットワークの特徴は，フラ
スカが指摘しているようにそれ以前とは対照的にフ
ランクリンが積極的に家族や親族以外の者たちを取
り込んだことにある（Frasca204）。フランクリン
がパートナーシップを結ぶ際に重視したことは，印
刷業者の技術であり，仕事に対する姿勢だった。そ
して最も重視したことがフランクリンの考えを共有
できるかどうか，あるいは自分と同じ信条を持って
いるかということだったと思われる。考え方の共有
は，フランクリンが発行した印刷物を自らが経営す
る印刷所で再発行することで実現される。これはフ
ランクリンの考えが購読者に広まることを意味して
おり，これこそがフランクリンの狙いだったと言え
よう。彼は植民地を政治的あるいは文化的に統合で
きる可能性があると信じていたし，植民地の未来の
ためにそうしなければならないと考えていたはずで
ある。ネットワークを通じて，植民地のできるだけ
多くの地域に同じ情報が等しく浸透することで，市
民を教育し，同じ目標に向かわせることが可能とな
る。
フランクリンの植民地統合に対する思いは，1754
年5月9日付のペンシルヴェニア・ガゼットに掲
載されたアメリカ最初のカトゥーンとして知られる
イラストに明瞭に描かれている。それは分割された
蛇それぞれに州のイニシャルがつけられており，
「団結するか，それとも死か」という言葉が添えら
れているものだった。当時，植民地はフランスから
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攻撃を受けており，これに対抗するためにフランク
リンは1754年6月のオールバニー会議において植
民地連合統一案を提案し，その後の州会や本国では
否決されることになるものの会議においては採択さ
れている。フランクリンの統一案はこの時点では，
本国からの独立を意図したものではなかった。しか
しながら，ネットワークという発想によって本国に
比べて小さく，孤立しているそれぞれの植民地は，
ひとつにまとまることが可能となった。それは，植
民地全体の存在意義，あるいは存在意識を高め，ひ
いては植民地独立へと導くきっかけとなっているの
ではないだろうか。
フランクリンのネットワークは，彼を自立させ，
出世へと導いてくれた。同時に植民地を独立にむけ
て静かにあるいは無意識のまま準備させるかのよう
にまず統合を目指すことを試みていたように感じら
れるのである。そして実際にネットワークによる統
合は，これ以降植民地をフランクリンと同じように
イギリスという親からしっかりと独立させ，親以上
の力を持つまでに成長させるのである。
注
1 スコットランド生まれの牧師であるジョージ・
キースがペンシルヴェニアのクェーカー教徒の有
力者と衝突して事件を起こした際，ブラッドフォー
ドはキースの味方をしたために罰せられた。
2 ニューヨークの印刷業者であった，ジョン・
ピーター・ゼンガーは，自分自身が発行した新聞
においてニューヨーク総督のウィリアム・コスビー
を批判した廉で逮捕される。その弁護を引き受け
たのがハミルトンであり，彼はゼンガーの記事が
真実であるならば彼は無罪であるべきと主張し，
見事無罪を勝ち得る。
3 ホールを紹介してくれたロンドンの有名な印
刷業者であるウィリアム・ストラハンに対して，
フランクリンはホールの人柄や彼の持つ技術次第
で彼に4つ目の印刷所を任せる意向である手紙
を送っている（BenjaminFranklintoWiliam
Strahan,September18,July10,1743inThe
PapersofBenjaminFranklin.NewHaven:Yale
University,1960）。
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